
業種 労働者数 事故の型

その他の
建築工事業
（3.2.9）

1～10人
はさまれ、
巻き込まれ

1月 16時台 トラック

その他の
卸売業
（8.1.9）

10～49人
はさまれ、
巻き込まれ

1月 14時台 トラック

金属製品製造業
（1.12.3）

10～49人 分類不能

1月 6時台 分類不能

その他の
建設業
（3.3.9）

50～100人
交通事故
（道路）

3月 15時台
移動式
クレーン

その他の
建築工事
（3.2.9）

10～49人 墜落、転落

3月 16時台
移動式
クレーン

木造家屋
建築工事業
（3.2.2）

10人未満 墜落、転落

3月 9時台 足場

造船業
（1.15.1）

100～299
人

墜落、転落

4月 11時台 階段、桟橋

合板製造業
(1-4-2)

100～299人
はさまれ、
巻き込まれ

4月 5時台 動力運搬機

旅館業
（14-1-1）

10～49人 墜落、転落

7月 14時台
建築物
構築物等

林業
（6-2-1）

10～49人 激突され

7月 16時台 立木等

9
8階建てビルの屋上にて設備清掃を行っていたところ、5階屋上に
墜落したもの。

6
木造平屋の倉庫新築工事にて、コーキング作業の下準備作業中、
養生テープを貼るため足場から地面に降りようとしたところ、バ
ランスを崩して、コンクリート面に墜落したもの。

製造ラインにて、機械加工された材料をリフターと呼ばれる装置
に積み上げる工程で、一定量重なった材料を送り出す装置付近で
頭部から出血し倒れていたもの。

8

7
船へ荷物を運搬する作業中、岸壁と船にかけてあるタラップから
足を踏み外し、海に転落したもの。

5

事業場資材置場に資材の雨よけ小屋を設置する作業中、移動式ク
レーンで木製パレットとワイヤモッコを組み合わせた搭乗設備で
被災者を吊り上げ、アーク溶接しようとしたところ、バランスを
崩して地面に墜落したもの。
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時間帯

1
勤務終了後事業場敷地内の構内道路を駐車場に向かって歩いてい
たところ、交差点を横断中に左折してきたダンプトラックに轢か
れたもの。

2
２トンダンプトラックで牡蠣殻の運搬作業中、ダンプトラックを
降車後に逸走したダンプトラック轢かれたもの。

4
移動式クレーンを回送するため、国道を走行中に病気をよる意識
障害を起こし、車両ごと道路脇の用水路に転落した。この際運転
席に大量の泥が流入したことにより窒息したもの。

3
作業場で金属製の架台の組立作業に従事していた。作業の様子を
見に行ったところ、作業場内で頭部から出血し仰向けで倒れてい
る被災者を発見したもの。

10
伐木作業にて、チェーンソーで立木Aを伐倒した際に絡んでいたつ
るで立木Bが引っ張られ、倒れてきた立木Bの下敷きになったも
の。

　(注)速報をとりまとめたものであり、今後、修正・削除される可能性がある。
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小売業
（8-4-9）

10人未満
高温・低温物
との接触

7月 10時台
高温・低温
環境

砂利採取業
（2-2-2）

10～49人
はさまれ、
巻き込まれ

8月 16時台 動力機械

道路貨物
運送業
（4.3.1）

50～100人 墜落、転落

8月 10時台 トラック

11

リサイクル品の回収作業を行った後、作業場に戻り、２回目の休
憩を作業場敷地内の日陰となる休憩場所に向かい休憩をとってい
いたが、休憩時間が過ぎても戻ってこなかったため、様子を見に
行ったところ倒れていた被災者を発見したもの。

12

被災者と同僚の２名で機械（回転式のふるい）の網の交換作業を
終了し両名とも現場を離れた。その後被災者が再び機械に戻り機
械内で作業していたことに気づかずに同僚が同機械の電源を入れ
ため、機械に巻き込まれたもの。

13

荷主事業場内駐車場にて、４ｔウイング車から荷の入ったロール
ボックスパレット３台の荷下ろし準備作業に従事していた被災者
が、荷台後方からロールボックスパレットと共に転落し、下敷き
になったもの。

　(注)速報をとりまとめたものであり、今後、修正・削除される可能性がある。
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